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午
後
三
時
半
か
ら
始
ま
っ

た
総
会
に
は
大
雪
の
中
、
会

員
三
十
一
人
が
出
席
。
ま
ず

議
長
に
ナ
シ
モ
ト
タ
オ
さ

ん
、
副
議
長
に
井
上
朗
子
さ

ん
、
書
記
に
渡
邊
美
香
さ
ん

シ
ャ
ノ
ン

を
選
出
。
矢
部

孝
男
代
表
が
「
映
画
塾
は
実

質
三
年
目
と
な
る
。
こ
の

間
、
苦
し
み
も
あ
っ
た
が
い

ろ
い
ろ
な
方
面
で
名
前
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二

十
一
世
紀
も
活
発
な
活
動
を

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
「
第
５
期
映

画
塾
」
や
「
シ
ナ
リ
オ
講

座
」
「
シ
ネ
バ
ン
」
な
ど
の

〇
〇
年
度
の
活
動
報
告
と
、

収
入
百
十
七
万
円
、
支
出
百

五
万
円
の
収
支
決
算
が
会
員

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
　
役
員
体
制
は
、
矢
部
孝
男

代
表
、
五
十
嵐
政
人
事
務
局

長
、
笹
崎
隆
副
代
表
、
堀
浩

会
計
監
査
が
残
留
。
会
計
の

長
谷
川
幸
枝
さ
ん
が
監
査
に

移
り
、
会
計
は
伊
藤
貴
子
さ

ん
（
４
期
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
規
約
改
正
が
承
認
さ

れ
、
副
代
表
が
こ
れ
ま
で
の

第
　
号
２
０
０
１

編
集
・
発
行

に
い
が
た
映
画
塾

〒
９
５
０

０
０
８
６

新
潟
市
花
園
２

３

２
飛
鳥
ビ
ル

　
電
話

フ
ァ
ク
ス

　
　
０
２
５

２
４
８

９
０
８
８

二
人
か
ら
三
人
に
増
員
し
た

ほ
か
「
運
営
委
員
」
と
い
う

ポ
ス
ト
を
創
設
、
若
干
名
起

用
す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し

た
。
役
員
枠
を
増
や
す
こ
と

に
つ
い
て
五
十
嵐
事
務
局
長

は
「
会
員
数
が
増
え
る
中

で
、
多
く
の
若
手
も
映
画
塾

の
運
営
に
携
わ
っ
て
ほ
し
い

た
め
」
と
説
明
。
二
〇
代
も

含
め
五
人
が
初
代
運
営
委
員

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
承
認
さ
れ
た
〇
一
年
度
活

動
計
画
の
う
ち
、
新
規
事
業

は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
に
向
け
て
の

調
査
・
研
究
」
と
、
サ
ロ
ン

上
映
会
「
ウ
ラ
バ
ン
」
開
催

の
二
つ
。
映
画
塾
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
も
い
う
べ
き

映
像
講
座
の
「
第
６
期
」
の

開
催
も
決
定
。
た
だ
開
催
時

期
や
内
容
は
ま
っ
た
く
未
定

で
、
ま
ず
は
定
例
会
で
詰
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
ま
た
前
年
度
、
七
回
行
わ

れ
延
べ
五
百
六
十
人
を
動
員

し
た
「
シ
ネ
バ
ン
」
は
「
シ

ネ
バ
ン
０
１

ゼ
ロ
ワ
ン

」

と
し
て
継
続
。
笹
崎
副
代
表

が
「
や
り
た
い
人
が
企
画
を

持
ち
寄
っ
て
開
催
し
て
い

る
。
ど
ん
ど
ん
手
を
挙
げ
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
出
席
し
た
会
員
か
ら
は

「
機
材
が
い
く
ら
で
借
り
ら

れ
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
価

格
表
の
作
成
を
」
「
６
期
の

内
容
は
、
５
期
生
の
意
見
を

生
か
す
べ
き
」
「
月
刊
ウ
イ

ン
ド
に
映
画
塾
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
は
ど
う
か
」
「
事

務
所
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
貴
重
な
意
見
が
出

ま
し
た
。

　
二
十
一
世
紀
最
初
の
年
の
に
い
が
た
映
画
塾
の
活
動
な
ど
を
決
め
る
二
〇
〇
一
年
度
総
会
が
一
月
十
三
日
、
万
代

市
民
会
館
で
開
か
れ
、
総
額
百
二
十
三
万
円
の
新
年
度
予
算
や
役
員
体
制
、
活
動
計
画
な
ど
を
全
会
一
致
で
決
定
し

ま
し
た
。
役
員
体
制
は
七
人
か
ら
十
三
人
に
拡
充
さ
れ
、
副
代
表
に
ナ
シ
モ
ト
タ
オ
さ
ん
と
、
井
上
朗
子
さ
ん
が
新

た
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
新
し
く
創
設
し
た
「
運
営
委
員
」
に
種
橋
美
樹
さ
ん
、
渡
辺
典
子
さ
ん
、
大
橋
健
一
さ
ん
ら

を
選
出
。
世
代
交
代
が
一
歩
進
み
ま
し
た
。

2001年度の活動計画
　
  1.第６期にいがた映画塾
  2.にいがた映画塾通信NGの発行
  3.映画塾コム(ホームページ)の製作
  4.機材の収集、管理、貸し出し
  5.定期上映会「シネバン」の開催
  6.ライブラリーの充実
  7.交流の促進
  8.ラジオ番組の制作
  9.作品製作・プロデュース
10.映画塾作品の外部上映、コンクール
　 応募
11.共催、関連事業
12.ウラバン（サロン上映会）の開催
13.定期的活動
　・新会員の獲得と有料会員の増加を
　　目指す
　・定例会を従来通り月２回開く
　・整理整頓、清掃を励行する
14.フリーマーケットなど予算捻出活動
15.ＮＰＯ（非営利法人）化に向けての
　  調査・研究

12

新
年
度
予
算
な
ど
を
決
め
た
、
映
画
塾
の
〇
一
年
度

総
会
＝
一
月
十
三
日
、
万
代
市
民
会
館

　
〇
一
年
度
の
役
員
の
名
前

は
以
下
の
通
り
。
カ
ッ
コ
内

の
新
は
新
任
、
留
は
留
任
、

役
名
は
前
職
。

　
【
代
表
】
矢
部
孝
男

留

　
【
副

代
表

】
笹

崎
隆

留

、
ナ

シ

モ
ト

タ
オ

新

、
井
上
朗
子

新

　
【
事
務
局
長
】
五
十
嵐
政

人

留

　
【
会
計
】
伊
藤
貴
子

新

　
【
会
計
監
査
】
堀
　
浩

留

、
長
谷
川
幸
枝
（
会

計
）
　
【
運
営
委
員
】
福
島
春
夫

（
会
計
監
査
）
、
星
龍
雄

副

代

表

、

種
橋

美
樹

新

、
渡
辺
典
子

新

、
大

橋
健
一
（
新
）

　
〇
一
年
度
事
業
に
決
ま
っ

た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
に
向
け
て
の

調
査
・
研
究
」
は
、
今
後
の

映
画
塾
の
行
方
を
左
右
す
る

重
要
な
テ
ー
マ
。
活
発
な

話
し
合
い
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
「
非
営
利

法
人
」
の
こ
と
で
、
会
社

と
同
じ
法
人
格
を
持
ち
、

あ
る
程
度
の
収
益
事
業
を

行
う
も
の
の
、
利
益
を
追

求
し
な
い
団
体
の
こ
と
で

す
。
五
十
嵐
政
人
事
務
局

長
に
よ
る
と
福
祉
、
ま
ち

づ
く
り
、
教
育
な
ど
の
分

野
で
県
内
に
は
三
十
近
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
り
、
全
国
で

は
約
二
千
団
体
あ
る
そ
う

で
す
。

　
映
画
塾
の
こ
れ
ま
で
の

活
動
は
事
実
上
、
文
化
的

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
も
い
え
る
も
の

で
、
焦
点
は
「
法
人
化
」

が
必
要
か
と
い
う
点
。
メ

リ
ッ
ト
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し

て
県
か
ら
認
可
を
受
け
る
こ

と
で
、
正
式
な
文
化
団
体
と

し
て
映
画
塾
が
よ
り
認
知
さ

れ
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
個

人
名
で
し
か
で
き
な
か
っ
た

各
種
の
契
約
が
「
映
画
塾
」

と
い
う
法
人
名
で
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
各
種
事
業
や
映
像
製
作

な
ど
も
法
人
と
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
総
会
の
準
備
段
階
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
な
る
と
き
ち
ん
と

し
た
会
計
報
告
が
必
要
な
こ

と
や
「
サ
ー
ク
ル
的
な
団
体

の
ま
ま
で
不
都
合
は
な
い
の

で
は
」
と
い
う
意
見
も
あ

り
、
調
整
は
難
航
。
結
局

「
調
査
・
研
究
」
を
続
け
る

こ
と
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

今
後
法
人
化
の
是
非
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

法
人
化

へ
検
討
開
始

運
営
委
員

を
新
設

若手起用 世代交代へ一歩
21世紀  最初の総会開く

さ　
ん

副
代
表

タ
オ
　

井
上
　

さ　
ん

、

役
員
枠

７
人
か
ら
　
人
に
拡
充

13
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表
①
参
照

　
【
収
入
】
当
初
予
算
を
二

十
八
万
円
も
上
回
る
百
十
七

万
円
。
会
費
が
当
初
の
見
込

み
よ
り
十
三
万
円
増
え
た
こ

と
と
、
第
５
期
映
画
塾
で
二

十
万
円
の
剰
余
金
が
出
た
こ

と
が
大
き
い
。
た
だ
、
会
費

増
収
は
シ
ナ
リ
オ
講
座
の
受

講
料
か
ら
二
十
四
人
分
、
七

万
二
千
円
の
入
金
が
あ
っ
た

た
め
で
、
積
極
的
な
意
思
に

基
づ
く
会
費
納
入
は
会
員
約

三
百
人
の
と
こ
ろ
、
五
十
人

程
度
し
か
な
か
っ
た
。

　
映
画
塾
関
係
作
品
ビ
デ
オ

の
売
り
上
げ
は
、
当
初
見
込

み
を
大
幅
に
下
回
っ
た
。
機

材
使
用
料
も
会
員
の
制
作
減

で
振
る
わ
ず
。
上
映
会

シ

ネ
バ
ン

収
入
が
ゼ
ロ
な
の

は
、
年
度
途
中
で
独
立
採
算

性
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

二
回
行
い
、
見
込
み
を
大
幅

に
上
回
る
売
り
上
げ
が
あ
っ

た
。
　
こ
の
ほ
か
、
未
収
入
金
と

し
て
第
５
期
映
画
塾
の
受
講

生
が
卒
業
制
作
で
個
人
負
担

し
た
フ
ィ
ル
ム
代
の
立
て
替

え
分
や
シ
ナ
リ
オ
講
座
の
コ

ピ
ー
使
用
料
、
イ
ン
デ
ィ
ー

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
残
金
な

ど
総
額
約
十
三
万
円
が
年
度

末
ま
で
に
振
り
込
ま
れ
ず
、

新
年
度
に
持
ち
越
し
と
な
っ

た
。
　
【
支
出
】
当
初
予
算
を
十

六
万
円
上
回
る
百
五
万
円
。

笹
崎
隆
氏
の
個
人
事
務
所
と

映
像
集
団
ｉ
ｎ
ｏ
ｕ
ｔ
と
折

半
し
て
い
る
家
賃
負
担
が
八

月
ま
で
月
一
万
五
千
円
だ
っ

た
の
が
、
九
月
か
ら
同
二
万

五
千
円
に
引
き
上
げ
た
た

め
、
家
賃
支
出
は
四
万
円

ア
ッ
プ
。
通
信
費
が
オ
ー
バ

ー
し
た
の
は
、
会
員
増
に
よ

り
「
Ｎ
Ｇ
」
郵
送
料
が
膨
ら

ん
だ
た
め
。

　
事
務
諸
雑
費
は
封
筒
代
、

灯
油
代
、
文
房
具
な
ど
、
必

要
最
低
限
の
費
用
が
膨
ら
ん

だ
。
電
話
代
は
５
期
映
画
塾

の
た
め
七
月
―
九
月
が
通
常

の
倍
以
上
と
な
り
大
幅
な
支

出
増
と
な
っ
た
。
消
耗
品
も

映
写
機
の
ラ
ン
プ
が
頻
繁
に

切
れ
た
こ
と
や
、
コ
ピ
ー
機

の
導
入
に
よ
り
当
初
比
で
約

三
倍
と
な
っ
た
。
簡
易
印
刷

機
リ
ソ
グ
ラ
フ
も
三
万
円

増
。
　
事
業
費
は
当
初
、
シ
ネ
バ

ン
へ
の
支
出
な
ど
九
万
円
を

見
込
ん
で
い
た
が
、
幸
い
赤

字
が
な
か
っ
た
た
め
、
ラ
ジ

オ
番
組
の
制
作
費
三
万
円
だ

け
で
す
ん
だ
。

項　　　　目 当初予算額 決　算　額

会　　　　費 476,000 608,500

ビデオ売上金 30,000 2,800
機材使用料 50,000 27,000
リソグラフ使用料 30,000 38,314

上映会残金 60,000 0
インディーズ残金 30,000 0
フリーマーケット 48,000 76,334
繰　越　金 153,929 153,929

その他 10,071 264,482

合　　　　計 888,000 1,171,359

内　　　　　　　訳

24,000×8　12,000×9　6,000×7　
3,000×50

シナリオ講座11,542　シネウインド
5,500　その他

6月　55,476　10月　20,858
4期映画塾残金45,550　その他108,379
5期映画塾残金200,000　飲み会残金
38,983　貯金箱6,096　駐車場使用料
8,000　加茂上映会寄付金11,239　貯
金利子164

＜未収金＞5期映画塾残金68,764　コ
ピー使用料（シナリオ講座）17,730　
電話代(矢部孝男負担分）
14,874+4,691　インディーズ実行委員
会　30,000　合計136,059

項　　　　目 当初予算額 決　算　額

家　　　　賃 180,000 220,000
光熱水費 120,000 120,000
通信費 130,000 150,790

事務諸雑費 20,000 53,008

電話代 96,000 155,862

ホームページ 53,000 53,000
駐車場代 36,000 36,000
消耗品費 30,000 84,909
書籍費 8,000 0
リソグラフ費 80,000 118,554
ビデオ編集費 15,000 0
出品料 12,000 10,050
連盟会費 13,000 10,500
事業費 90,000 30,000
事務費 5,000 4,845
その他 0 8,500

合計 888,000 1,056,018

内　　　　　　　訳

1月～8月15,000　9月～12月25,000
12カ月×10,000
ＮＧ発送費（5回）、切手代136,760　
年賀状2,500
封筒印刷費8,400　宛名ラベル4,441　
灯油19,882　払込用紙印字料金1,100
　コピー機処分料1,260　祝い酒1,450
　その他台所料金、トイレ用品、文房
具等
1月～6月×8,000　7月17,565　8月
25,041　9月18,847　10月14,919　11
月21,125　12月10,365
入会金5,000　維持費12カ月×4,000
12カ月×3,000
ランプ修理費17,650　コピー機67,259

5期テキスト、NG等

イメージフォーラム8,000　ぴあ2,050
新潟県アマチュア映像連盟
ラジオ番組制作費
振込手数料、引落手数料
アマチュア連盟懇親会費6,000　フリマ
参加費2,500
繰越金115,341　次年度へ

2000年度会計決算(表①)
収　　入

支　　出

　
二
十
一
世
紀
の
映
画
塾
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
〇
一
年
度
予
算
は
前
年
度
実
績
を
踏
ま

え
収
入
見
込
み
を
〇
〇
年
度
当
初
予
算
よ
り

二
八
％
ア
ッ
プ
。
支
出
で
は
矢
部
孝
男
代
表

の
「
持
ち
出
し
」
是
正
と
し
て
「
専
従
手

当
」
も
盛
り
込
ん
だ
。
〇
〇
年
度
決
算
の
報

告
と
、
新
年
度
予
算
を
解
説
す
る
。

（
Ｎ
Ｇ
編
集
長
・
星
龍
雄
）

◇
〇
〇
年
度
決
算

予算の解説

シ
ナ
リ
オ
講
座
で
会
費
増

支
出
膨
ら
み
初
の
　
万
円
超

100

注：会費の内訳は、実際に振り込まれていない会員もあり、決算額と一致しない

次
ペ
ー
ジ
の
表
②
参
照
）

　
【
収
入
】
「
イ
チ
、
ニ

ー
、
サ
ン
」
、
百
二
十
三
万

円
の
収
入
を
見
込
む
。
会
費

は
七
十
五
人
か
ら
の
納
入
を

予
定
。
特
に
年
一
万
二
千
円

会
員
、
同
六
千
円
会
員
を
増

や
す
こ
と
を
見
込
ん
で
い

る
。
機
材
使
用
料
は
映
像
制

作
の
活
発
化
を
願
い
強
気
の

三
万
円
。
な
お
、
機
材
使
用

料
は
修
理
費
に
も
満
た
な
い

こ
と
か
ら
引
き
上
げ
る
予

定
。
　
コ
ピ
ー
使
用
料
と
リ
ソ
グ

ラ
フ
使
用
料
を
新
た
に
設
け

た
。
映
画
塾
主
催
事
業
以
外

の
使
用
は
コ
ピ
ー
一
枚
十

円
、
リ
ソ
一
枚
二
円
の
実
費

負
担
と
な
る
。

　
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
フ
ェ
ス

残
金
は
前
年
度
よ
り
一
万
円

増
額
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
実
績
プ
ラ
ス
を
目
指
す
。

繰
越
金
は
前
年
度
の
未
収
入

金
も
含
め
二
十
五
万
円
。
予

算
の
二
割
を
占
め
、
過
去
の

遺
産
を
食
い
つ
ぶ
す
こ
と
に

な
る
。

　
【
支
出
】
新
た
に
「
専
従

手
当
」
十
二
万
円
を
新
設
し

た
。
矢
部
孝
男
代
表
に
支
払

わ
れ
る
。
矢
部
代
表
が
外
部

機
関
・
団
体
な
ど
と
交
渉
し

た
際
、
こ
れ
ま
で
持
ち
出
し

だ
っ
た
電
話
代
、
交
通
費
な

ど
の
補
て
ん
。
月
額
で
は
一

万
円
と
な
る
。
新
年
度
は
矢

部
代
表
が
事
実
上
、
専
従
の

役
割
を
担
う
。

　
家
賃
、
光
熱
費
、
電
話
代

は
前
年
実
績
に
合
わ
せ
た
。

通
信
費
は
「
Ｎ
Ｇ
」
の
手
渡

し
を
増
や
し
節
約
。
事
務
諸

雑
費
は
無
駄
を
切
り
つ
め
減

額
。
消
耗
品
も
映
写
機
ラ
ン

プ
が
切
れ
な
い
こ
と
を
願
い

減
額
。
前
年
度
実
績
ゼ
ロ

だ
っ
た
書
籍
費
は
据
え
置

き
。
リ
ソ
グ
ラ
フ
の
映
画
塾

主
催
負
担
は
四
万
円
、
コ
ピ

ー
は
二
万
円
と
な
る
。

　
事
業
費
は
、
ラ
ジ
オ
制
作

費
が
月
五
千
円
と
、
前
年
度

よ
り
倍
増
さ
せ
た
ほ
か
、
新

事
業
「
ウ
ラ
バ
ン
」
に
も
年

三
千
円
を
拠
出
す
る
。
有
志

が
折
半
し
て
い
る
駐
車
場
代

へ
の
補
助
三
万
六
千
円
は
廃

止
。
　
懸
案
だ
っ
た
県
内
外
の
各

種
団
体
と
の
交
流
を
活
発
に

す
る
た
め
の
「
旅
費
助
成
」

は
今
回
も
見
送
ら
れ
た
。

◇
〇
一
年
度
予
算

矢
部
代
表
へ
の

専
従
費
を
新
設
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映
画
塾
会
員
限
定
の
上
映

会
「
ウ
ラ
バ
ン
！
」
が
一
月

二
十
日
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
毎
月
第
三
土
曜
日
に
行

い
、
普
段
映
画
館
で
は
見
ら

れ
な
い
自
主
映
画
や
ビ
デ
オ

な
ど
を
上
映
し
ま
す
。

　
「
ウ
ラ
バ
ン
！
」
は
、
定

期
上
映
会
「
シ
ネ
バ
ン
」
の

裏
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
イ
ベ
ン
ト

性
の
強
い
シ
ネ
バ
ン
と
は
別

に
、
も
っ
と
会
員
の
親
ぼ
く

を
深
め
る
場
が
ほ
し
い
と
い

う
声
に
こ
た
え
、
映
画
塾
事

務
所
で
会
員
限
定
の
上
映
会

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
上
映
作
品
は
、
会
員
の
作

品
の
ほ
か
、
市
販
や
レ
ン
タ

ル
ビ
デ
オ
な
ど
「
こ
の
作
品

を
見
て
ほ
し
い
」
と
い
う
も

の
な
ら
何
で
も
Ｏ
Ｋ
。
会
員

が
ビ
デ
オ
な
ど
を
持
ち
寄
り

上
映
、
終
了
後
は
映
像
制
作

の
悩
み
や
質
問
、
近
況
な
ど

を
自
由
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま

か
ら
行
わ
れ
た
第
一
回
目

は
、
星
龍
雄
さ
ん
の
企
画
で

東
京
の
映
像
作
家
、
山
崎
敬

司
監
督
の
ビ
デ
オ
作
品
「
マ

ン
ガ
く
ん
」
が
上
映
さ
れ
ま

し
た
。
約
二
十
人
が
集
ま

り
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
ポ
テ

ト
な
ど
が
持
ち
寄
ら
れ
、
友

人
宅
で
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
を

見
る
雰
囲
気
。
会
員
だ
け
の

気
安
さ
か
ら
か
「
す
ご
い
、

共
感
で
き
る
」
と
い
う
意
見

か
ら
「
つ
く
り
込
み
す
ぎ
」

な
ど
の
反
論
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
感
想
が
飛
び
出
し
、
い
つ

の
間
に
か
話
は
別
の
方
向
へ

脱
線
。
自
然
解
散
し
ま
し

た
。
た
だ
、
い
つ
も
事
務
所

に
出
入
り
す
る
会
員
が
中
心

だ
っ
た
の
が
ち
ょ
っ
と
残
念

で
し
た
。

　
「
ウ
ラ
バ
ン
！
」
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
星
ま
で
。

す
。
定
例
会
よ
り
気
楽
な
集

ま
り
を
目
指
し
ま
す
。
ふ
だ

ん
映
画
塾
に
は
行
き
づ
ら
い

と
い
う
会
員
も
、
友
人
を

誘
っ
て
ぜ
ひ
来
て
下
さ
い
。

　
上
映
作
品
は
事
前
申
請
で

す
。
ビ
デ
オ
の
レ
ン
タ
ル
料

金
や
、
作
家
な
ど
か
ら
借
り

る
郵
送
料
は
映
画
塾
で
負
担

し
ま
す
。

　
一
月
二
十
日
午
後
七
時
半

項　　　　目 予算額
会　　　　費 630,000

ビデオ売上金 2,000
機材使用料 30,000
リソグラフ使用料 80,000
コピー使用料 100,000
インディーズ残金 40,000
フリーマーケット 88,000
繰　越　金 251,400

その他 8,600

合　　　計 1,230,000

内　　　　　　訳
24,000×10　12,000×15　
6,000×20　3,000×30

2円×4万枚
10円×1万枚

2000年度繰越金115,341　未
収入金136,059
飲み会残金　駐車場使用料
貯金利子

項　　　　目 予　算　額
家　　　　賃 300,000
光熱水費 120,000
通信費 108,000

事務諸雑費 47,000

電話代 120,000
ホームページ 48,000
消耗品費 22,500
書籍費 8,000
リソグラフ費 120,000
コピー使用料 120,000
ビデオ編集費 1,000
出品料 12,000
連盟会費 10,500
事業費 63,000

専従手当 120,000
事務費 10,000

合　　　計 1,230,000

内　　　　　　　訳
25,000×12カ月
10,000×12カ月
NG90円×5回×230人＝
103,500　宅急便4,500
灯油、トイレットペーパ
ー、文房具
10,000×12カ月
4,000×12カ月
ランプ修理代、紙代

10,000×12カ月
10,000×12カ月

県アマチュア映像連盟会費
ラジオ番組制作費5,000×12
カ月、ウラバン事業費3,000
1,000×12カ月
新潟県アマチュア映像連盟
懇親会費、フリマ参加費

2001年度会計予算(表②)

収　　入

支　　出

第２回　２月17日

第３回　３月17日

第４回　４月21日

上映作品は事務所の掲示板を確認して下

さい。またはメールで直接お知らせしま

す。申し込みは映画塾コムからどうぞ！

会
員
限
定

お
座
敷
上
映
会

ウ
ラ
バ
ン
！

ス
タ
ー
ト
！

　
▽
入
場
者
数
百
五
十
人

　
二
〇
〇
〇
年
十
月
二
十
、

二
十
七
日
（
金
）
、
新
潟
市

民
芸
術
文
化
会
館
ス
タ
ジ
オ

Ｂ
に
て
、
「
記
憶
の
記
録
」

「
毛
布
」
「
う
れ
し
い
、
着

ぐ
る
み
」
「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

１
９
９
９
」
の
四
作
品
を
上

映
し
ま
し
た
。
井
上
の
映
画

の
常
連
出
演
者
で
あ
る
江
村

隆
芳
氏
を
上
映
実
行
委
員
会

の
会
長
に
迎
え
、
「
あ
き
る

の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
記
念
し
て

上
映
会
を
や
ろ
う
」
と
声
を

か
け
て
く
だ
さ
っ
た
詩
人
の

鈴
木
良
一
さ
ん
、
カ
メ
ラ
マ

ン
の
村
井
勇
さ
ん
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
鳥
の
歌

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
映
画
塾

ス
タ
ッ
フ
の
心
強
い
協
力
の

も
と
、
待
望
の
上
映
会
が
実

現
で
き
ま
し
た
。
評
判
上
々

の
チ
ラ
シ
・
チ
ケ
ッ
ト
の
イ

ラ
ス
ト
は
新
会
員
の
日
野
光

太
さ
ん
、
デ
ザ
イ
ン
は
上
田

浩
子
さ
ん
。
二
十
日
は
五
十

人
、
二
十
七
日
は
百
人
の
入

場
者
数
、
夢
の
よ
う
で
す
。

　
「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
１
９
９

９
」
（
八
ミ
リ
／
三
十
八

分
）
ビ
デ
オ

販
売
〔
千
五

百
円
、
税

込
・
送
料
別
〕

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
電

話
０
２
５
―
２
２
５
―
８
６

５
５
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
、

（
井
上
）
ま
で
。

井
上
朗
子

　
▽
入
場
者
数
百
五
十
人

　
十
二
月
十
三
日

水

、
新

潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
ス
タ

ジ
オ
Ｂ
で
佐
藤
真
監
督
の
新

作
「
Ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
＆
Ｏ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
ｓ
」
を
上
映
。
新
潟
絵
屋

と
の
共
同
企
画
。
み
ぞ
れ
混

じ
り
の
雨
も
降
る
あ
い
に
く

の
天
気
な
が
ら
、
二
回
の
上

映
で
約
百
五
十
人
が
来
訪
。

年
齢
層
は
幅
広
い
。

　
佐
藤
監
督
は
「
誰
か
が
見

た
夢
の
よ
う
な
映
画
を
狙
っ

た
。
牛
腸
茂
雄
さ
ん
の
写
真

は
、
牛
腸
し
か
人
間
関
係
が

分
か
ら
な
い
私
的
な
世
界
な

の
に
私
た
ち
と
も
関
係
が
あ

る
よ
う
に
見
え
て
来
る
と
い

う
不
思
議
な
世
界
。
映
画
も

そ
ん
な
作
品
に
し
た
か
っ

た
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
映
写
機
の
ト
ラ
ブ
ル
で
一

回
目
の
上
映
が
遅
れ
る
不
手

際
も
あ
っ
た
が
、
作
品
に
対

す
る
感
想
は
上
々
。
映
像
の

光
や
色
合
い
に
特
に
評
判
が

高
か
っ
た
。

星
龍
雄

待
望
の
企
画

夢
の
よ
う

番
外
・
井
上
朗
子
特
集

光
や
色
合
い

評
判
が
高
く

Ｓ
＆
Ｏ

上
映
会

シ
ネ
バ
ン
２
０
０
０

　
十
一
月
十
二
、
十
九
の
両

日
開
か
れ
た
、
に
い
が
た
イ

ン
デ
ィ
ー
ズ
ム
ー
ビ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
「
あ
ん
た
の
映

画
み
せ
て
や
れ
っ
！
そ
の

４
」
＝
写
真

。
今
年
も
盛

況
で
、
昨
年
に
比
べ
る
と
来

場
者
数
は
や
や
ダ
ウ
ン
し
ま

し
た
が
、
二
日
間
で
の
べ
二

百
四
十
二
人
が
来
場
、
一
般

応
募
作
品
は
過
去
最
高
の
三

十
二
本
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
決
算
報
告
に
よ
る
と
、
有

料
来
場
者
数
は
総
合
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
「
ナ
イ
ト
」
で
行

わ
れ
た
一
日
目
が
百
四
人
、

シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
で
の
二
日

目
が
百
三
十
八
人
で
し
た
。

収
入
は
四
十
一
万
五
千
九
百

六
十
円
。
支
出
は
三
十
七
万

二
千
九
百
七
円
で
、
差
し
引

き
四
万
三
千
五
十
三
円
の
黒

字
で
し
た
。
こ
の
う
ち
三
万

円
が
映
画
塾
の
会
計
に
充
当

さ
れ
ま
す
。

　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
今
年
の
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ

は
、
単
に
内
輪
の
作
品
を
見

に
来
る
だ
け
で
は
な
く
、
純

粋
に
上
映
会
を
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

　
作
品
に
よ
る
観
客
数
の
偏

り
も
な
く
、
入
退
場
自
由
、

興
味
の
あ
る
作
品
を
選
ん
で

見
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
の
シ

ス
テ
ム
が
フ
ル
に
活
用
さ
れ

た
上
映
会
と
な
っ
た
。
ぞ

ろ
っ
と
人
が
出
て
行
っ
た
と

思
え
ば
、
ど
ど
っ
と
人
が

入
っ
て
く
る
。
会
場
は
常
に

満
席
だ
っ
た
。

　
県
外
か
ら
も
多
く
の
出
品

が
あ
り
、
出
品
者
に
常
連
も

増
え
た
。
今
回
は
な
ん
と
！

　
映
画
「
月
と
キ
ャ
ベ
ツ
」

「
死
者
の
学
園
祭
」
で
お
な

じ
み
の
篠
原
哲
雄
監
督
が
、

講
師
を
務
め
る
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｕ
ゼ

ミ
の
教
え
子
の
作
品
も
引
っ

提
げ
て
出
品
。
今
後
上
映
予

定
が
な
く
、
こ
こ
で
し
か
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
篠

原
作
品
は
、
事
実
上
、
目
玉

作
品
と
な
っ
た
。

　
監
督
は
当
日
来
場
！
　
が

こ
の
上
映
会
の
条
件
だ
が
、

残
念
な
が
ら
仕
事
の
都
合

で
、
会
場
に
篠
原
監
督
の
姿

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
篠
原
監
督
か

ら
は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
頂

き
、
上
映
し
た
。

　
各
作
品
の
監
督
が
各
地
か

ら
大
勢
集
ま
る
中
、
今
回
も

交
流
の
時
間
と
場
が
設
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
残

念
。

渡
辺
典
子
）

２
日
間
で
　
人
が
来
場
！

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

240
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二
〇
〇
〇
年
の
映
画
塾
の

活
動
の
中
で
、
大
き
な
エ

ポ
ッ
ク
と
な
る
の
が
プ
ロ
二

作
品
へ
の
制
作
参
加
だ
ろ

う
。き
っ
か
け
は
第
５
期
映
画

塾
の
最
終
日
講
師
で
、
そ
の

翌
日
の
「
シ
ネ
バ
ン
」
ゲ
ス

ト
の
た
め
に
来
ら
れ
た
篠
原

哲
雄
監
督
と
の
出
会
い
か
ら

だ
。
　
新
人
ユ
ニ
ッ
ト
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
依
頼
さ

れ
て
い
た
篠
原
氏
は
、
新
潟

が
ロ
ケ
地
に
最
適
と
判
断
。

し
か
も
、
イ
メ
ー
ジ
ヒ
ロ
イ

ン
に
は
巻
町
出
身
で
売
り
出

し
中
の
小
山
田
サ
ユ
リ
が
決

ま
り
コ
テ
コ
テ
の
ニ
イ
ガ
タ

と
な
っ
た
。

　
東
京
か
ら
来
る
監
督
以
下

十
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、

映
画
塾
か
ら
は
現
地
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
矢
部
孝
男
、
石
川

浩
之
、
駒
形
千
夏
の
三
人
が

三
日
間
の
撮
影
に
通
し
で
参

加
。
さ
ら
に
第
５
期
、
シ
ネ

バ
ン
で
ず
っ
と
監
督
の
交
渉

窓
口
だ
っ
た
渡
辺
典
子
が
仕

事
が
終
わ
る
と
手
伝
い
に
駆

け
付
け
た
。
ま
た
大
橋
健
一

も
三
日
間
通
し
で
フ
ォ
ロ
ー

を
し
て
く
れ
た
。

　
撮
影
は
青
山
海
岸
（
通
称

小
針
浜
）
を
メ
イ
ン
に
新
潟

市
内
を
回
っ
た
が
、
三
日
間

と
も
雨
と
曇
り
空
に
た
た
ら

れ
た
。
海
に
ボ
ー
ト
を
出
す

ア
イ
デ
ア
も
波
が
荒
く
て
実

現
で
き
ず
（
た
だ
し
荒
波
は

あ
と
で

効
果

的
に

使
っ

た
）
。
お
ま
け
に
監
督
が
小

道
具
の
自
転
車
か
ら
こ
け
て

右
手
を
負
傷
。
駈
け
込
ん
だ

病
院
が
偶
然
に
も
渡
辺
典
子

の
勤
め
先
だ
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
で
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
、
と
に
か
く
楽
し
く
仕

事
が
で
き
た
。
少
人
数
ゆ
え

家
族
的
な
結
束
力
と
交
流
が

で
き
た
た
め
だ
ろ
う
。
後

日
、
小
山
田
さ
ん
と
再
会
し

た
時
「
あ
ん
な
に
楽
し
か
っ

た
仕
事
は
な
い
」
と
言
っ
て

く
れ
た
の
は
う
れ
し
か
っ

た
。
　
さ
て
、
こ
の
と
き
の
制
作

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
山
田
昌

宏
氏
か
ら
撮
影
終
了
後
、
一

週
間
も
た
た
な
い
う
ち
に
電

話
が
来
た
。
三
池
崇
史
監
督

の
ビ
デ
オ
ム
ー
ビ
ー
を
山
田

氏
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
「
ア

ル
フ
ァ
ヴ
ィ
ル
」
で
制
作
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ロ
ケ

地
が
決
ま
ら
ず
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
迫
っ
て
い
る
と
い
う
も

の
。

　
こ
の
「
ビ
ジ
タ
ー
Ｑ
」
、

一
家
族
が
中
心
の
話
で
家
一

軒
が
ほ
ぼ
全
編
の
舞
台
と
な

る
の
だ
が
、
東
京
で
適
当
な

物
件
が
見
付
か
ら
な
い
と

か
。
電
話
の
二
日
後
に
は
担

当
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
新
潟

に
や
っ
て
来
て
一
緒
に
物
件

探
し
を
し
た
ら
候
補
が
三
軒

出
て
き
た
。

　
舞
台
の
家
は
豊
栄
市
早
通

の
空
家
を
使
い
、
そ
の
他
の

細
か
い
場
面
は
新
潟
駅
前
、

弁
天
公
園
、
豊
栄
駅
、
阿
賀

野
川
河
川
敷
な
ど
で
撮
影
し

た
。
　
撮
影
期
間
は
一
週
間
。
映

画
塾
か
ら
は
二
十
人
以
上
の

会
員
が
関
わ
っ
て
く
れ
た
。

ク
ラ
ン
ク
イ
ン
の
一
週
間
前

か
ら
家
財
道
具
を
運
び
込
ん

だ
り
、
撮
影
期
間
中
は
三
池

組
の
一
員
と
し
て
フ
ル
稼

動
。
撮
影
後
の
撤
収
も
同
じ

だ
。
　
篠
原
組
は
、
ス
タ
ッ
フ
が

少
人
数
で
、
山
田
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
と
い
う
自
主
映
画
の

理
解
者
が
い
た
こ
と
も
あ

り
、
現
場
は
自
主
の
現
場
の

よ
う
だ
っ
た
。

　
一
方
の
三
池
組
は
ひ
た
す

ら
職
業
と
し
て
の
映
画
づ
く

り
、
つ
ま
り
監
督
を
頂
点
と

し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組
織

に
、
人
手
を
組
み
込
ん
で
進

め
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
実
際
、
映
画
塾
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
は
大
変
な
現
場

だ
っ
た
。

　
し
か
し
プ
ロ
の
映
画
現
場

は
、
三
池
組
の
よ
う
な
集
団

が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
制
作
体

制
だ
。
映
画
塾
は
こ
れ
か
ら

も
、
劇
場
映
画
制
作
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
今
後
、
プ
ロ
集
団
と

ど
う
付
き
合
っ
て
い
く
か
が

今
年
の
課
題
の
一
つ
だ
と

思
っ
て
い
る
。

矢
部
孝
男

　
映
画
塾
は
二
〇
〇
〇
年
度
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
プ
ロ
の
映
画
監
督
が
つ
く
る
作
品
の
制
作
協
力
で
す
。
十
月

に
篠
原
哲
雄
監
督
の
Ｐ
Ｖ
（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
）
、
十
一
月
に
は
三
池
崇
史
監
督
作
品
「
ビ
ジ
タ
ー
Ｑ
」
が
相
次
ぎ
新
潟

で
撮
影
が
行
わ
れ
、
会
員
が
地
元
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
全
面
協
力
し
ま
し
た
。
逆
に
映
画
塾
の
協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
新
潟
ロ
ケ
が

実
現
し
た
二
企
画
。
ま
と
め
役
の
矢
部
孝
男
代
表
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

会
員
敬
称
略

　
昨
年
十
一
月
、
拙
作
「
ス

ク
ー
ル
・
デ
イ
ズ
」

一
六

ミ
リ
、
四
十
分
）
が
ロ
ケ

地
・
山
形
市
の
山
形
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
て
公
開
と
な
り
、
監

督
を
し
た
私
も
舞
台
あ
い
さ

つ
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
の
映
画
館
は
か
つ
て
頻

繁
に
足
を
運
び
映
画
の
勉
強

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
い
わ
ば

聖
地
な
の
で
、
感
無
量
で
あ

り
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
初

雪
が
降
る
な
ど
し
て
客
足
が

心
配
さ
れ
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
方
が
大
き
く
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
地
元
の
方
々
の

ご
協
力
の
お
か
げ
で
通
常
の

単
館
系
映
画
の
二
倍
近
く
の

来
場
者
を
動
員
し
、
上
映
期

間
の
一
週
間
を
無
事
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
客
層
は
普
段

映
画
館
に
足
を
運
ば
な
い
方

が
多
く
、
反
応
も
多
種
多
様

で
し
た
。

　
一
年
で
企
画
、
製
作
、
脚

本
、
仕
上
げ
、
宣
伝
、
上
映

を
一
挙
に
や
っ
て
み
て
、
映

画
を
つ
く
る
こ
と
自
体
以
上

に
観
せ
る
こ
と
、
観
客
の
視

点
の
重
要
さ
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

石
川
浩
之

　
▼
今
後
の
上
映
予
定
／
三

豊
栄
駅
で
の

ビ
ジ
タ
ー
Ｑ

の
撮
影
風
景
。
右
か
ら
２

人
目
が
三
池
崇
史
監
督

新潟ロケ 手応えと試練

映画塾が協力篠 原 Ｐ Ｖ
三池ビデオ

山
形
で
劇
場
公
開
石

川

浩

之

監

督

ス
ク
ー
ル
デ
イ
ズ

「スクールデイズ」山形上映であいさつする右から

主演の佐藤直樹さん、撮影の佐藤広一さん、石川浩

之監督、助監督の庄司樹さん＝山形フォーラム

月
二
十
七
日
、
東
京
・
下
北

沢
Ｔ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
に

て
。
詳
し
く
は
下
記
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▼
メ
イ
キ

ン
グ
ビ
デ
オ
は
映
画
塾
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
に
て
貸
出
中
。

　
「
Ｆ
Ｃ
」
と
い
う
言
葉

が
、
全
国
の
感
度
の
高
い

自
治
体
に
注
目
さ
れ
て
い

る
。
Ｆ
Ｃ
と
は
「
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
頭

文
字
。
映
画
、
ド
ラ
マ
の

ロ
ケ
で
、
撮
影
候
補
地
を

探
し
た
り
、
警
察
や
消
防

署
な
ど
各
種
届
け
出
を
代

行
す
る
な
ど
、
撮
影
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
地
元
受

け
入
れ
団
体
の
こ
と
だ
。

　
欧
米
を
中
心
に
、
二
十

三
カ
国
、
約
二
百
六
十
団

体
、
多
く
は
自
治
体
も
加

わ
っ
た
非
営
利
団
体
だ
。

日
本
で
は
昨
年
、
映
画
や

国
の
関
係
者
ら
が
「
Ｆ
Ｃ

設
立
研
究
会
」

佐
藤
忠

男
委
員
長

を
発
足
、
知

名
度
が
高
ま
っ
た
。

　
既
に
横
浜
市
や
神
戸

市
、
北
九
州
市
な
ど
で
Ｆ

Ｃ
が
設
立
さ
れ
、
全
国
に

広
が
っ
て
い
る
。
新
潟
で

も
一
月
二
十
五
日
、
妙
高

高
原
町
で
設
立
に
向
け
た

準
備
会
が
開
か
れ
た
（
二

十
七
日
付
新
潟
日
報
）
。

町
や
観
光
関
係
者
は
観
光

不
況
脱
却
の
一
手
段
と
し

て
期
待
を
寄
せ
て
い
る
よ

う
だ
。

　
映
画
塾
も
「
新
潟
県
内

で
映
像
制
作
の
環
境
を
整

備
す
る
」
こ
と
を
目
標
に

据
え
、
「
映
画
・
映
像
は

地
域
を
生
き
生
き
と
さ
せ

る
力
が
あ
る
」
と
訴
え
続

け
て
い
る
。
全
国
的
な
流

れ
に
注
目
し
た
い
し
、
妙

高
高
原
の
動
き
に
何
ら
か

の
形
で
協
力
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
お
膝
元
の
新
潟
市
で
は

ま
だ
、
具
体
的
な
動
き
は

な
い
。
し
か
し
映
画
「
白

痴
」
の
経
験
か
ら
、
関
心

の
あ
る
関
係
者
は
少
な
く

な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
映
画
塾
は
「
白
痴
」
や

篠
原
哲
雄
監
督
、
三
池
崇

史
監
督
の
現
場
協
力
を
す

る
な
ど
、
既
に
実
績
は
あ

る
。
三
池
監
督
の
現
場
で

は
力
不
足
を
露
呈
す
る
な

ど
、
乗
り
越
え
る
べ
き
課

題
は
、
正
直
多
い
。
そ
れ

で
も
、
失
敗
も
含
め
て
映

画
塾
が
積
ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ

は
貴
重
な
財
産
だ
。

　
Ｆ
Ｃ
に
は
行
政
、
観

光
、
商
工
な
ど
各
方
面
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
。

「
に
い
が
た
Ｆ
Ｃ
」
の
可

能
性
を
模
索
し
た
い
。
星

に
い
が
た
Ｆ
Ｃ

の
可
能
性
は
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「
新
潟
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
を
見
る
会
」
を
結
成

し
ま
し
た
。
新
潟
で
は
な
か

見
よ
う
！
　
と
い
う
会
で

す
。
　
映
画
監
督
の
小
林
茂
さ
ん

を
顧
問
に
迎
え
て
古
今
東

西
、
数
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
の
傑
作
・
力
作
・

秀
作
を
二
カ
月
に
一
回
上
映

し
ま
す
。

　
第
一
回
上
映
会
は
一
月
二

十
七
日
（
土
）
午
後
六
時
か

ら
開
催
。
新
潟
市
万
代
市
民

会
館
視
聴
覚
室
に
て
「
頑
固

な
夢
」
と
い
う
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
作
品
を
上
映
し
ま
し
た
。

国
境
近
く
の
小
さ
な
村
に
七

十
年
続
く
演
劇
サ
ー
ク
ル
を

描
い
た
傑
作
で
、
一
九
九
一

年
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
祭
で
大
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
第
一
回
に
は
二
十
三
人
が

来
場
。
「
劇
映
画
？
」
と
思

わ
せ
る
見
事
な
カ
ッ
ト
割
り

と
タ
イ
ミ
ン
グ
。
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
の
概
念
も
広

が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
次
回
は
三
月
二
十
四

日
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

　
大
友
克
洋
新
作
「
ス
チ
ー

ム
ボ
ー
イ
」
の
上
映
を
控

え
、
新
世
紀
に
ｉ
ｎ
ｏ
ｕ
ｔ

か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｇ
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
！
あ
の
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
」

が
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
み
が
え

り
ま
す
。

　
第
三
次
世
界
大
戦
後
、
二

な
か
見
る
機
会
の
少
な
い
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
み

ん
な
で
お
金
を
出
し
合
っ
て

〇
一
九
年
、
破
滅
を
へ
て
再

生
し
た
ネ
オ
東
京
を
舞
台

に
、
文
明
が
滅
亡
し
た
巨
大

な
静
寂
の
中
の
未
来
を
駆
け

抜
け
て
い
く
金
田
と
鉄
雄
。

「
再
生
」
と
い
う
旧
世
界
の

レ
プ
リ
カ
か
ら
出
発
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
レ
ジ
ス

タ
ン
ト
達
。
そ
し
て
私
達
の

選
べ
る
未
来
と
は
…
。

　
「
ジ
ャ
パ
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
」
の
火
付
け
役
と
な
っ
た

本
作
品
を
始
め
、
新
潟
未
公

開
の
「
老
人
Ｚ
」
と
氏
の
集

大
成
と
も
い
え
る
「
Ｍ
Ｅ
Ｍ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
」
を
加
え
た
豪

華
三
本
立
て
で
贈
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
！
！

　
第
６
期
映
画
塾
の
実
行
委

員
会
が
一
月
二
十
三
日
発

足
、
第
一
回
会
議
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
、
週
一
回
の
ペ

ー
ス
で
話
し
合
い
を
行
い
ま

す
。
火
曜
日
午
後
八
時
か

ら
。
特
に
第
５
期
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ

Ｇ
の
み
な
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

　
こ
こ
ま
で
の
話
し
合
い
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
日
曜
日
午

後
で
は
な
く
、
土
曜
日
夜
に

開
催
す
る
案
が
浮
上
。
五
月

ス
タ
ー
ト
が
有
力
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
取
り
入
れ

て
充
実
し
た
も
の
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ｉｎｏｕｔプレゼンツ

大友克洋オールナイト

日時　2001年3月24日（土）

午後11時開場予定

会場

　　新潟・市民映画館シネ・ウインド

料金　当日3000円(前売り2500円)

問い合わせ先　ｉｎｏｕｔ

電話・ファクス025-243-5653（不在

の場合は折り返し連絡をします）

　映画館やレンタルビデオでもめったに見られないド

キュメンタリー映画の名作をみんなで見ませんか？

「新潟ドキュメンタリー映画を見る会」では、会員を募

集しています。

特典

○奇数月第４土曜日の定期上映を見ることができます。

○上映作品の選定に参加できます。

○フィルム代などの運営費として、毎月1,000円ずつい

ただきます。半年分前納の場合は5,000円です。

入会お申し込み・お問い合わせは、カフェ＆居酒屋「鳥

の歌」まで。電話・ファクス025－228－3080（早津）

月～土　午後６時以降にお願いします。

会員募集！

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
、
老
人
Ｚ
、
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

３
月
に
大
友
克
洋
特
集
！

奇

数

月

の

第
４
土
曜
上
映

見
る
会

が
発
足

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
名
作
を

　
に
い
が
た
映
画
塾
に
「
夢

の
あ
る
学
校
」
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
ビ
デ
オ
制
作
を
依
頼

し
た
「
子
供
の
夢
が
育
つ
学

校
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
二
月
十
日

土

、
新
潟
市

の
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。
ビ

デ
オ
制
作
の
途
中
経
過
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
本
県
の

学
校
教
育
に
つ
い
て
考
え
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

「
ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い
研

究
会
」
の
清
水
義
晴
さ
ん
ら

県
民
有
志
で
結
成
。
映
画
塾

が
ビ
デ
オ
制
作
を
請
け
負

い
、
昨
年
九
月
に
ク
ラ
ン
ク

イ
ン
。
十
日
町
小
、
豊
栄
市

太
田
中
、
聖
籠
中
、
安
塚
町

の
自
由
学
園
な
ど
で
撮
影
が

進
ん
で
い
ま
す
。
同
年
十
一

月
二
十
六
日
に
は
映
画
塾
内

で
ビ
デ
オ
の
ラ
ッ
シ
ュ
上
映

会
も
行
い
、
内
容
に
つ
い
て

率
直
な
感
想
を
言
い
合
い
ま

し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ビ
デ

オ
制
作
の
途
中
経
過
を
一
般

市
民
に
報
告
、
学
校
教
育
に

つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、

一
口
一
万
円
の
制
作
費
カ
ン

パ
を
募
る
の
が
狙
い
。
当
日

は
午
後
一
時
半
開
演
、
ビ
デ

オ
予
告
編
上
映
後
、
清
水
さ

ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
聖
籠
町
教
委
指
導
主
事

の
高
口
和
冶
さ
ん
、
豊
栄
市

太
田
小
校
長
の
金
子
玲
子
さ

ん
ら
教
育
関
係
者
に
よ
る
シ

ン
ポ
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
映
画
塾
か
ら
は
、
中

心
ス
タ
ッ
フ
の
笹
崎
隆
さ
ん

や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
五
十

嵐
政
人
さ
ん
ら
も
参
加
し
ま

す
。
　
参
加
費
千
円

ビ
デ
オ
制

作
カ
ン
パ
含
む

。
午
後
五

時
半
か
ら
は
別
料
金
で
交
流

会
も
行
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト

は
映
画
塾
で
扱
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
矢
部
か
五
十

嵐
ま
で
。

　
早
い
も
の
で
昨
年
の
十
二

月
で
二
年
目
の
放
送
に
突
入

し
た
「

シ
ネ

マ
で

愛
し

て
！
」
。
み
な
さ
ん
聴
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
　
試

行
錯
誤
の
半
年
間
の
企
画
段

階
を
経
て
約
一
年
前
に
ス
タ

ー
ト
し
た
こ
の
番
組
、
ス

タ
ッ
フ
一
丸
と
な
り
毎
週
放

送
と
言
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

耐
え
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　
手
探
り
状
態
で
始
ま
っ
た

こ
の
番
組
も
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
少
し
づ
つ
自
分
達
の

や
り
た
い
こ
と
は
な
ん
な
の

か
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
昨
年
の
暮
れ
に
企
画
し
た

ミ
レ
ニ
ア
ム
企
画
な
ど
が
よ

い
例
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

企
画
、
昨
年
で
終
わ
る
つ
も

り
で
し
た
が
、
調
べ
れ
ば
調

べ
る
ほ
ど
新
し
い
発
見
が
あ

り
、
映
画
と
は
深
い
も
の
だ

な
ー
と
あ
ら
た
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
、
継
続
し
て
放
送
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
一
同
「
映
画
が

ス
キ
な
ん
だ
ね
ー
」
と
言
う

｢夢ある学校｣考える

2月10日
シ ン ポビデオ制作報告も

の
が
同
一
意
見
で
な
ぜ
か
少

し
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

堀
浩

　
（

シ
ネ
マ
で
愛
し
て
！

は
、
Ｆ
Ｍ
新
津
＝
７
６
・
１

Ｍ
Ｈ
ｚ
で
毎
週
日
曜
日
午
後

五
時
か
ら
放
送
中
。
再
放
送

は
水
曜
日
午
後
二
時
。
映
画

塾
コ
ム
で
も
聴
け
ま
す
）

　
に
い
が
た
シ
ナ
リ
オ
講
座

受
講
生
の
皆
様
、
過
酷
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
卒
制
コ

ン
ペ
に
力
作
の
御
応
募
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
受
講
生

二
十
四
人
の
と
こ
ろ
、
十
九

本
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
、
ス
タ
ッ
フ
、
に
い

が
た
映
画
塾
主
要
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
大
賞
（
賞
金
二
万
円
）

は
渡
辺
貴
子
さ
ん
の
作
品

「
夢
の
島
ド
リ
ー
ム
」
に
決

定
し
ま
し
た
。
シ
ナ
リ
オ
の

形
式
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え

た
文
章
と
、
性
格
が
書
き
分

け
ら
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
軸
に
起
承
転
結
が
し
っ

か
り
と
展
開
し
て
い
く
ス
ト

ー
リ
ー
。
と
て
も
読
み
や
す

く
、
読
者
が
映
像
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
こ
と
が
選
考
の

対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
み
ず
み
ず
し

い
少
年
の
視
点
を
軸
に
、

「
生
き
て
い
く
」
と
い
う
こ

と
を
さ
わ
や
か
に
提
示
し
た

安
藤
千
秋
さ
ん
の
「
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
」
。
規
定
の
枚
数

（
二
百
字
六
十
枚
）
で
は
納

ま
り
き
れ
な
い
パ
ワ
ー
を
み

せ
た
五
十
嵐
誠
さ
ん
の
「
キ

ム
チ
！
」
等
々
印
象
深
い
作

品
が
多
く
、
完
成
し
た
作
品

集
は
、
と
て
も
素
敵
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
を
き
っ
か
け
に

「
表
現
す
る
」
と
い
う
こ
と

の
幅
を
広
げ
て
い
っ
て
頂
け

れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。
出

来
れ
ば
書
き
続
け
て
、
も
っ

と
大
き
な
舞
台
で
の
御
活
躍

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ガ
ン

バ
レ
！
！
（
シ
ャ
ノ
ン
）

ラ
ジ
オ
番
組

２
年
目
突
入

力
作
続
々

大
賞
は
渡
辺
貴
子
さ
ん

シ
ナ
リ
オ
講
座

卒
制
コ
ン
テ
ス
ト

第
６
期

始
動
！
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木
原
大
吾
さ
ん
の
第
４
期

映
画
塾
卒
業
作
品
「
崇
（
た

か
し
）
と
そ
の
仲
間
た
ち
」

が
、
第
二
十
二
回
神
奈
川
県

映
像
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
、

一
月
八
日
に
横
浜
レ
ク
チ
ャ

ー
ホ
ー
ル
で
表
彰
・
上
映
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
神
奈

川
県
な
ど
が
主
催
す
る
映
画

祭
。
審
査
委
員
長
は
あ
の
、

大
島
渚
監
督
で
す
。
木
原
さ

ん
の
作
品
は
、
ろ
う
重
複
障

害
者
が
働
く
「
あ
さ
ひ
共
同

作
業
所
」
の
あ
る
夏
の
一
日

を
と
ら
え
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
。
木
原
監
督
も
障
害
を

持
ち
な
が
ら
同
作
業
所
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
信
頼
関
係
に
支
え

ら
れ
た
さ
わ
や
か
な
映
像

で
、
講
評
で
は
「
障
害
者
が

障
害
者
を
記
録
す
る
」
視
点

が
評
価
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
全
国
か
ら
百
七
十
三
本
が

応
募
。
木
原
さ
ん
は
十
六
本

の
優
秀
作
品
の
中
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
木
原
さ
ん
に
は
賞

状
と
図
書
券
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
ほ
か
、
五
十
万
円
の

賞
金
が
贈
ら
れ
る
最
優
秀
賞

は
千
葉
県
・
木
村
文
昭
さ
ん

の
「
ホ
ー
ム
へ
帰
る
」
。
十

万
円
の
優
秀
賞
は
、
昨
年
の

に
い
が
た
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
も
出
品

が
あ
っ
た
、
東
京
の
山
岡
大

祐
さ
ん
「
バ
カ
は
死
な
な

き
ゃ
治
ら
な
い
」
な
ど
が
輝

き
ま
し
た
。

▽
十
二
月
二
十
四
日

■
忘
年
会
に
３
０
人
集
合
　

映
画
塾
の
大
掃
除
＆
忘
年
会

が
二
十
三
日
開
か
れ
、
忘
年

会
に
は
約
三
十
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
種
橋
美
樹
さ
ん
が

シ
ェ
フ
長
、
関
谷
洋
美
さ
ん

や
豊
島
裕
之
さ
ん
が
助
手
に

な
り
、
お
で
ん
や
も
つ
の
煮

込
み
、
寄
せ
鍋
、
ポ
テ
ト
サ

ラ
ダ
、
鳥
の
唐
揚
げ
、
ピ
ザ

ト
ー
ス
ト
な
ど
な
ど
、
豪
華

な
食
事
が
並
び
ま
し
た
。
ま

た
、
手
作
り
の
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
も
登
場
。
十
二
月
生

ま
れ
の
渡
辺
典
子
さ
ん
や
、

伊
藤
貴
子
さ
ん
の
バ
ー
ス
デ

ー
ケ
ー
キ
に
も
な
り
ま
し

た
。
▽
十
一
月
二
日

■
二
十
世
紀
映
画
館
開
設

映
画
塾
コ
ム
の
姉
妹
ペ
ー
ジ

と
し
て
「
に
い
が
た
二
十
世

紀
映
画
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
過
去
か

ら
現
在
ま
で
、
県
内
に
あ
っ

た
映
画
館
を
紹
介
す
る
仮
想

博
物
館
で
す
。
協
力
者
を
募

集
中
！
　
詳
し
く
は
映
画
塾

コ
ム
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
下

さ
い
。

　
冬
の
新
潟
は
ち
ょ
っ
と

ま
っ
た
り
気
味
。
一
月
か
ら

始
ま
っ
た
「
ウ
ラ
バ
ン
！
」

で
、
熱
い
思
い
を
し
ま
せ
ん

か
？
　
二
月
十
七
日
は
「
バ

カ
映
画
」
特
集
の
予
定
。

　
【
編
集
ス
タ
ッ
フ
】
星
龍

雄
【
題
字
】
宮
川
直
子

　2001年度がスタートしました。会費納入をお願い

します。映画塾は会員の皆さんの会費で支えられてい

ます。活発な活動を維持するためにも、０円会員の人

もぜひ会費をお支払い下さい。

■会費　　年6000円、同12000円、同24000円、同

3000円のいずれかから選べます（郵便口座から毎月

の自動引き落としもできます）

■払い込み先　現金を映画塾役員に支払うか、下記の

口座に振り込んで下さい。振込先の名義はいずれも

「にいがた映画塾」です

郵便振込口座　00680--4-18088

銀行振込口座　第四銀行本店営業部　2199451

■会員特典　①「映画塾通信NG」が送られてきます

②映画・映像機材を低額で借用できます③映画塾事務

所を打ち合わせなどで利用できます④映画・映像制作

の相談を受けられます。

詳しい手続きは電話かメールでおたずね下さい。

■お問い合わせ　

電話025-248-9088（映画塾・矢部）

Ｅメール　mail@n-eigajyuku.com

01年度会費納入を!

表
彰
状
を
受
け
取
り
会
場
の
拍
手
に
包
ま
れ
る
木

原
大
吾
さ
ん

中
央

　

木
原
さ
ん
が
入
選

崇
と
そ
の

仲
間
た
ち

神
奈
川
コ
ン
ク
ー
ル
で

にいがた映画塾

お問い合わせ等はこちらへ！

〒950-0086　新潟市花園2-3-2飛鳥ビル

電話・ファクス　025-248-9088

電子メール　       mail@n-eigajyuku.com

映画塾コム　      www.n-eigajyuku.com

編
集
後
記

映
画
塾
コ
ム

Ｎ

Ｅ

Ｗ

Ｓ

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

10月
17日　NG　第11号発行▽映画塾コム、アクセス2万件突破▽第25回定
例会
20日　★井上朗子の映画上映会（27日も、新潟市芸文会館）井上全作品
を上映
22日　「Cinemaで愛して！」第47回　ゲスト・品田竜輔、佐山睦美
29日　「Cinemaで愛して！」第48回　ゲスト・堀浩、駒形千夏

11月
★スカイパーフェクTV番組の製作
4日　  ★三池崇史監督が「ビジターQ」新潟ロケ入り。映画塾が製作全
面協力
5日　  「Cinemaで愛して！」第49回　20世紀特集・映画の誕生（田巻
源太）
7日　  第26回定例会
12日　★にいがたインディーズ・ムービーフェスティバル前半（イベン
トホール・ナイト、104人）第5期作品など上映▽「Cinemaで愛し
て！」第50回　20世紀特集・ドキュメンタリー映画（駒形千夏）
14日　NG　第11号増刊発行
17日　★ハイロシネマフェスト（東京渋谷・アピア）井上朗子「ダイア
ローグ1999」上映
18日　★石川浩之「School Days」が劇場一般公開（山形市・山形フォ
ーラム　24日まで)
19日　★にいがたインディーズ・ムービーフェスティバル後半（シネ・
ウインド、138人）一般応募作品など上映▽第5期記録集「息切れ」発行
▽「Cinemaで愛して！」第51回　20世紀特集・人間ドラマ（堀浩）
21日　第27回定例会
26日　「Cinemaで愛して！」第52回　20世紀特集・ＳＦ映画（堀浩）
28日　第25回定例会(臨時)新年度総会話し合い

12月
★ビデオ「黒埼役場百年の歩み」製作協力
3日　  「Cinemaで愛して！」第53回　20世紀特集・新潟の映画館前編
（星龍雄）
5日　  第29回定例会
10日　「Cinemaで愛して！」第54回　20世紀特集・新潟の映画館後編
（星龍雄）
12日　第30回定例会(臨時)新年度総会話し合い
13日　シネバン2000Vol.18「佐藤真・ＳＥＬＦ　ＡＮＤ　ＯＴＨＥＲ
Ｓ特別試写会」（新潟市民芸術文化会館、150人）
17日　「Cinemaで愛して！」第55回　20世紀特集・映像技術(田巻源
太)
20日　第31回定例会
23日　大掃除・忘年会(事務所)
24日　「Cinemaで愛して！」第56回　20世紀特集・映画監督(堀浩)▽
にいがたシナリオ講座作品集発行
26日　第32回定例会(臨時)新年度総会話し合い
31日　「Cinemaで愛して！」第57回　ゲスト・星龍雄、ナシモト・タ
オ、渡辺典子、吉田健明（電話出演　手塚眞、篠原哲雄)

1月
7日　「Cinemaで愛して！」第58回　グルメ映画の巻（五十嵐政人、
堀浩）
9日　  01年度第1回定例会
13日　01年度総会(万代市民会館)▽新年会(赤たぬき駅前店）
14日　「Cinemaで愛して！」第59回　ＳＦ映画の巻（五十嵐政人、堀
浩、矢部孝男）
16日　第2回定例会
20日　会員限定上映会「ウラバン！」第1回
21日　「Cinemaで愛して！」第60回　原作のある映画の巻（駒形千
夏）
23日　第６期映画塾スタッフ会議発足
27日　★新潟ドキュメンタリー映画を見る会　第1回上映会（万代市民
会館）
28日　「Cinemaで愛して！」第61回　お正月映画見た？の巻(堀浩)

(00年10月17日～01年1月28日）★は関連・協力事業


